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あ栗谷(1984)は子どもが成人視力に至るまでに 8 年間を要するとし，湖崎(1976)は生後 3 ケ月児の平均視
力を 0.01～0.02，6 ケ月児を 0.04～0.08，1 歳児を 0.2～0.25，1 歳半児を 0.4，2 歳児を 0.5～0.6 とし， 
1.0 以上の視力を示す 3 歳児は 67%，4 歳児は 71.2%，5 歳児は 83.1%であることを報告した。これは視機
能が単に成熟リズムに支配されるのではなく，外界との相互交渉や「首の安定→お座り→歩行→身体の方
向転換→走る・跳ぶ→身辺自立→バランス運動→集団的運動遊び」という一連の姿勢・運動の発達的変化
と深く関連していることを示すものである。例えば，視力が 0.01 程度の 3ケ月児を我々は決して視力の劣
った存在として捉えてはおらず，そうした視力を前提に養育者の臭いや雰囲気・声の調子などによって対
人理解を深め愛着形成がなされていく存在と捉えられる。また，秒速１メ－トルで走る１歳半前後の子ど
もが 2 歳になると秒速 2 メ－トルまで早く走れるようになるためには単なる運動能力の伸長のみならず，
－ 21 －
教育研究論集　第 2号（2012 年 3 月発行）
  
 





































 対象となる子どもは生活年齢 10 歳 6 ケ月，視力 0.1 の「弱視」と判定された男子生徒Ｎ君と生活年齢


































Ｐ－Ｍ 得点44 発達年齢(0:11), Ｃ－Ａ 得点107発達年齢(1:2),Ｌ－Ｓ  得点62発達年齢(2:2),  





Ｔ１０(0:11～1:0) 支え歩き 片手～（＋）自力で方向転換が可。歩行器により移動も可。 
Ｔ１１(0:11～1:0) 一人立ち～（＋）長時間での立位姿勢保持は困難。側弯姿勢。 































Ｖ２７（1：6～1:9）身体各部３／４～（＋）４／４   
 目(右手で右眼指示→その後で両眼指示) 鼻(指差し) 口(唇に触らない) 耳(左右両方指示) 
Ｖ１（2：0～2:3）２数復唱１／３～（－）数唱としての数は言えない。 















【検査結果】新版 S-M 社会能力検査 






ごとの得点・合計と社会生活年齢（ＳＡ）を Table 1 に示す。 
 
Table 1   新版 S-M 社会能力検査の結果 
 ＳＨ Ｌ Ｏ Ｃ Ｓ ＳＤ 
Ⅰ ４ ３ ２ ３ ３ － 
Ⅱ ６ ０ １ ４ ３ ２ 
Ⅲ １ ０ ０ １ １ １ 
合計 １１ ３ ３ ８ ７ ３ 
ＳＡ ２：０６ １：０６ ２：０２ ３：０９ ３：０１ ２：０９ 





































Ｐ－Ｍ 得点 84 発達年齢（－）, Ｃ－Ａ 得点 392 発達年齢(6:4) ,Ｌ－Ｓ 得点 372 発達年齢(8:0) , 
全領域  得点 848 発達年齢(7:3) 発達指数 52 
〈Ｐ－Ｍ〉 所見なし (日常生活における移動はスム－ズである) 
〈Ｃ－Ａ〉  
Ｐ２９(5:0～5:6) 階段再生～ (＋) 提示されたモデルを手で確かめると横・縦の関係を調整しなが
ら斜線を軸に階段を再生することができた。 
Ｐ１１９（5：6～6:0）積木叩き 6/12～ (＋) 
Ｐ１２０ (7:0～8:0) 積木叩き 7/12～（－）積木の位置を心像に「保存」し反応できた。4 回叩きま
では正解したが 5回叩きになるとあいまい反応や誤反応が増えた。 
Ｐ８７(7:0～8:0) 5 個のおもり 2/3 ～ (＋) 2/3， ３回目の試行で 1ケ所のみ誤りがあった。 
※2次元可逆操作期から 3次元形成への萌芽的段階と推定される。 
〈Ｌ－Ｓ〉 
Ｖ４ (6：0～6:6) ５数復唱１/2～ (＋) 2/2 
Ｖ4b（9：0～10:0）６数復唱１/2～（－）0/2   
Ｖ５（8：0～9:0）４数逆唱１/2～（－）0/2 
記憶(短期記憶)容量は 5となる。    
Ｖ７（6：6～7:0）短文復唱Ⅱ1/3～  (＋) 2/3  誤数（０），（１），（０） 
Ｖ７b（9：0～10:0） ８つの記憶（8語句再生）～ (＋) ８語句再生   
Ｖ２６（6：6～7:0）20 からの逆唱 40 秒～ (＋) 17 秒 一つ一つ丁寧に誤りなく唱えた。 
Ｖ２５（7：0～8:0）釣銭 2/3～3/3 (＋) いずれも即答であった。 
Ｖ４７ｂ（7：0～8:0）文章整理 (＋)   Ｖ47c（8：0～9:0）文章整理（－） 
(1) (＋) 15 秒  
(2) （－）時間内反応であったが 2文となる。「宿題を私は頼みました。先生になおしてくださるよう
に。 」  
Ｖ４２（6：6～7:0）日時(＋)     Ｖ４３（8：0～9:0）日時 (＋)～4/4 
Ｖ４７（7：0～8:0）三語一文 2/3～ (＋) 2/3  
(1)子どもがボ－ルで川で遊んでいる。 (＋) 
(2)大人が働いてお金を使う。    （－）矛盾内容 
(3)魚が川と海にいます。       (＋) 
Ｖ４６（7：0～8:0）名詞列挙 各５合計 18 ～（－）  2＋8＋6＝16 
 (1)鳥～白鳥,鶏    (2)果実～リンゴ,イチゴ,梨,西瓜,バナナ,みかん,桃,パイナップル   
 (3)動物～犬,猫,ライオン,パンダ,キリン,ゾウ,(猫) 
Ｖ７３（9：06～10:0）理解 (Ⅰ)2/3～（－）1/3 
(1) 食物の保存   「冷蔵庫に入れる」○     
(2) 分別回収      NR× 
(3) 森林          NR× 
Ｖ５２（6：6～7:0） 語の差異 2/3～ (＋) 3/3   





(2) 砂糖-塩          「甘い」／「しょっぱい」○  
(3) 救急車-消防車    「病気の人を乗せる」／「火事を消す」○ 
Ｖ５３（8：0～9:0） 語の類似 2/3～（－）1/3  
(1)船-自動車      「動く」○ 
(2)鉄-銀          「硬貨」×  
(3)茶碗-皿      「ガラス」「プラスチック」×  
Ｖ５６（9：06～10:0）反対語 3/5～ （－）1/5 
(1)暖かい-涼しい 「夏と冬」×  (2)高い-安い 「お値段」○    (3)南-北 「(北は)後ろ」×  
(4)甘い-辛い 「おいしいとビミョウ」×    (5)嬉しい-悲しい   DK（ワカラナイ）    
対比意識が強く包括概念がなかなか見いだせなかった。特に問 1，3，4は具体的な事物に影響された 
回答で，なかでも「北を後ろ」と表明した反応は空間認知における特異性を推測させた。 
Ｖ４６ｂ（11：0～12:0）60 語列挙～ （－）3分間で 7 語列挙  
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